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に
伴
う
職
員
の
配
置
の
考

え
は
。

　
　

平
成
23
年
４
月
の
人

事
異
動
を
み
て
、
５
月
頃
に

は
各
校
区
の
公
民
館
長
に

配
置
し
た
職
員
を
連
絡
す

る
。
な
お
、
な
る
べ
く
出
身

地
の
職
員
を
配
置
し
た
い
。

　
　

配
置
職
員
を
公
民
館

は
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て

い
く
の
か
。

　
　

校
区
で
問
題
が
生
じ

た
時
に
、
最
初
に
配
置
職

員
と
協
議
を
行
い
問
題
解

決
に
当
た
っ
て
い
く
。

　
　
　

総
会
時
に
も
出
会

を
さ
せ
る
よ
う
検
討
さ
れ

た
い
。

　
　

市
有
地
の
土
地
売
払

い
単
価
は
ど
の
よ
う
に
決

め
る
の
か
。

　
　

市
内
の
不
動
産
業
者

に
よ
る
売
買
実
例
価
格
等

を
調
査
し
て
、
価
格
案
を

提
示
し
市
の
不
動
産
鑑
定

委
員
会
で
決
定
す
る
。

　各常任委員会では，閉会中の所管事務調査や 12 月定例会で付託になった議案・陳情につ
いて審査を行いました。

●	総務常任委員会
●	文教厚生常任委員会
●	建設経済常任委員会

委 員 会 報 告

　
　

記
念
事
業
は
顕
彰
会

が
主
体
で
や
る
の
か
、
寄
附

を
募
る
際
の
事
業
内
容
や
市

の
広
報
等
は
ど
う
す
る
の
か
。

　
　

一
つ
の
大
き
な
事
業

で
あ
り
、
事
業
主
体
は
市

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
広
報

紙
等
も
使
う
こ
と
も
あ
り

得
る
が
、
寄
附
を
募
る
呼

び
か
け
は
、
こ
れ
ま
で
検

討
を
重
ね
て
き
て
い
た
だ

い
た
顕
彰
会
の
各
団
体
の

方
々
に
お
願
い
し
た
い
。

　
　

寄
附
さ
れ
る
方
は
全

国
各
地
に
お
ら
れ
る
と
思

う
が
、
税
制
上
の
優
遇
措

置
が
あ
る
の
か
。

　
　

市
が
事
業
主
体
で
あ

り
寄
附
は
税
制
控
除
の
優

遇
措
置
が
あ
る
。

　
　

条
例
の
施
行
期
日
を

３
ヵ
月
間
早
く
す
る
訂
正

の
理
由
は
な
ぜ
か
。

　
　

当
初
平
成
23
年
４
月

１
日
よ
り
当
該
寄
附
を
受

け
入
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、

同
条
例
案
の
議
会
提
案
が

報
道
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

寄
附
希
望
者
が
早
期
受
け

入
れ
を
希
望
し
て
い
る
状
況

も
あ
る
た
め
、
施
行
期
日

を
平
成
23
年
１
月
１
日
に

訂
正
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
　

二
つ
の
基
金
が
廃
止

さ
れ
れ
ば
、
当
時
の
思
い

や
政
策
は
今
後
ど
う
な
っ

て
い
く
の
か
。

　
　

そ
れ
ぞ
れ
の
基
金
に
は

趣
旨
が
あ
り
、
今
後
ふ
る

さ
と
開
発
基
金
の
地
域
づ
く

り
事
業
の
中
で
活
用
す
れ
ば
、

趣
旨
は
生
か
さ
れ
る
と
思
う
。

　
　

地
域
担
当
職
員
制
度

る
元
気
な
菊
川
市
の
活
性

化
を
推
進
す
る
た
め
経
費
の

一
部
を
助
成
す
る
公
募
型
の

助
成
制
度
で
あ
る
。

愛
知
県
新
城
市

★�

め
ざ
せ
明
日
の
ま
ち
づ

く
り
事
業

　

地
域
自
治
確
立
の
た
め
、

地
域
で
で
き
る
こ
と
は
地

域
で
行
う
と
い
う
概
念
で
、

住
民
が
自
発
的
か
つ
主
体

的
に
取
り
組
む
、
地
域
特

性
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
活
動
は
市
民
グ
ル
ー
プ

が
行
う
公
益
に
資
す
る
活

動
な
ど
を
応
援
す
る
た
め

の
補
助
金
で
あ
る
。

神
奈
川
県
相
模
原
市

★�
入
札
（
契
約
）
の
種
類
、

執
行
方
法

　

入
札
・
契
約
制
度
に
つ
い

て
は
、
競
争
性
、
公
正
性
、

透
明
性
等
の
観
点
か
ら
毎

年
見
直
し
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

工
事
と
物
品
に
つ
い
て

は
契
約
課
が
担
当
し
、
清

掃
や
整
備
点
検
等
の
業
務

委
託
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
課
で
処
理
し
て
い
た
。

　

大
き
な
都
市
で
は
あ
る

が
、
入
札
に
お
い
て
は
市

内
業
者
の
育
成
の
た
め
優

先
的
に
指
名
さ
れ
て
い
た
。

静
岡
県
菊
川
市

★�

菊
川
市
１
％
地
域
づ
く
り

活
動
交
付
金
制
度

　

地
域
で
お
互
い
に
協
力
し

助
け
合
う
組
織
つ
く
り
が

急
務
で
あ
る
こ
と
等
を
踏
ま

え
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
力
を

最
大
限
に
発
揮
し
、
魅
力
あ

総
務
常
任
委
員
会（吉

村
幸
治
委
員
長
）

問答

意
見

☆
所
管
事
務
調
査

☆	

曽
於
市
山
中
貞
則
顕
彰

記
念
事
業
基
金
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

☆	

曽
於
市
千
年
の
も
り
事
業

基
金
及
び
曽
於
市
文
化
芸

術
振
興
基
金
を
廃
止
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

☆	

平
成
22
年
度
曽
於
市

一
般
会
計
予
算
の
補
正

（
所
管
分
）

問答問

答問答問

答問答問答

菊川市における事務調査
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財
部
温
泉
健
康
セ
ン
タ
ー

★ 

施
設
の
維
持
管
理
状
況

調
査

　

当
施
設
は
、
前
指
定
管

理
者
の
撤
退
に
よ
り
、
平

成
22
年
４
月
よ
り
（
株
）

総
合
人
材
セ
ン
タ
ー
が
管

理
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
本

委
員
会
で
は
、
従
業
員
の

雇
用
に
関
す
る
労
務
条
件
・

雇
用
形
態
な
ど
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
た
。
今
後
と

も
、
現
場
の
問
題
点
把
握

と
安
定
し
た
施
設
の
管
理

運
営
に
努
め
ら
れ
た
い
。

栃
木
県
上
三
川
町

★ 

上
三
川
い
き
い
き
プ
ラ
ザ

　

当
施
設
は
、
保
健
セ
ン

タ
ー
機
能
、
交
流
セ
ン

タ
ー
機
能
等
を
有
す
る
近

代
的
な
複
合
施
設
で
あ
る
。

視
覚
・
聴
覚
障
害
者
に
配

慮
し
た
非
常
文
字
表
示
装

置
、
保
健
事
業
参
加
者
が

無
料
で
利
用
で
き
る
託
児

室
な
ど
多
様
な
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
細
か
な
配
慮

が
な
さ
れ
、
本
市
の
施
設

整
備
に
も
大
い
に
参
考
に

な
る
施
設
で
あ
っ
た
。

栃
木
県
大
田
原
市

★ 
子
育
て
支
援
の
取
り
組
み

　

大
田
原
市
子
育
て
支
援

券
（
子
育
て
チ
ケ
ッ
ト
）

事
業
は
、
チ
ケ
ッ
ト
の
換

金
手
数
料
を
子
育
て
支
援

の
た
め
の
基
金
へ
積
み
立

て
る
制
度
で
、
市
民
、
取

扱
店
、
市
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
む
こ
と
を
目
的

に
実
施
さ
れ
て
い
る
。
基

金
は
、
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
予

防
接
種
の
財
源
な
ど
に
利

用
さ
れ
、
子
育
て
世
帯
の

負
担
軽
減
の
た
め
に
大
い

に
利
用
さ
れ
て
い
た
。

埼
玉
県
坂
戸
市

★ 

健
康
づ
く
り
の
取
り
組
み

　

坂
戸
市
で
は
、
公
募
に

よ
る
「
健
康
づ
く
り
サ
ポ

ー
タ
ー
」
と
協
働
に
よ
り
、

関
係
機
関
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
多
種
多
様
な
施
策

を
展
開
し
て
い
る
。
と
り

わ
け
「
葉
酸
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
、
ビ
タ
ミ
ン
B
群
の

一
種
で
あ
る
葉
酸
の
摂
取
に

着
目
し
た
取
り
組
み
を
進

め
、
近
隣
市
と
比
較
し
一
人

当
た
り
の
医
療
費
の
伸
び

が
抑
制
さ
れ
る
な
ど
着
実

な
成
果
を
上
げ
て
い
た
。

　

市
民
の
利
便
を
図
る
た

め
平
成
23
年
４
月
１
日
よ

り
友
引
も
火
葬
場
を
開
場

す
る
内
容
で
あ
る
。

　
　
　

開
場
日
が
増
え
る

こ
と
で
職
員
体
制
に
無
理

が
生
じ
な
い
よ
う
十
分
配

慮
さ
れ
た
い
。

　
　

高
齢
者
訪
問
給
食
サ

ー
ビ
ス
事
業
に
つ
い
て
、

末
吉
・
大
隅
地
区
の
土
日

の
配
食
の
検
討
は
。

　
　

末
吉
地
区
は
土
日
の

配
食
は
難
し
く
、
大
隅
地

区
も
始
め
る
に
も
数
年
の

期
間
が
必
要
と
の
回
答
も

あ
り
、
土
日
の
み
の
業
者

も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
状
況
で
あ
る
。

　
　

本
年
度
の
医
療
費
の

伸
び
は
。

　
　

当
初
約
５
％
の
伸
び

を
見
込
ん
で
い
た
が
、
現

段
階
で
は
一
般
被
保
険
者

分
２
・
８
６
％
、
退
職
者

分
９
・
４
％
の
増
で
あ
る
。

　
　

課
税
所
得
情
報
シ
ス

テ
ム
作
成
委
託
料
８
万
４

千
円
の
内
容
は
。

　
　

負
担
軽
減
等
を
確
認

す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
改

修
で
あ
る
。

　
　

居
宅
介
護
住
宅
改
修

費
２
３
７
万
２
千
円
の
増

額
は
。

　
　

主
に
手
す
り
取
付
け

が
48
件
ほ
ど
増
え
る
見
込

み
で
あ
る
。

　

制
度
の
廃
止
を
求
め
る

内
容
の
陳
情
で
あ
る
。

　
　
　

現
在
支
給
さ
れ
て

い
る
状
況
の
な
か
で
は

「
廃
止
」
と
の
結
論
を
出

す
こ
と
は
難
し
い
。

☆	

平
成
22
年
度
曽
於
市
一

般
会
計
予
算
の
補
正
に

つ
い
て
（
所
管
分
）

問答

☆	

平
成
22
年
度
曽
於
市
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計

予
算
の
補
正
に
つ
い
て

問答☆	

平
成
22
年
度
曽
於
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
の
補
正
に
つ
い
て

問答

☆	

平
成
22
年
度
曽
於
市
介

護
保
険
特
別
会
計
予
算

の
補
正
に
つ
い
て

☆	

子
ど
も
手
当
の
廃
止
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
関
す
る
陳
情
書

問答意
見

トイレに取り付けられた手すり

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

（
原
田
賢
一
郎
委
員
長
）

意
見

☆	

曽
於
市
火
葬
場
設
置
及

び
管
理
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
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て
お
り
、
阿
武
隈
山
系
の

葉
タ
バ
コ
は
、
高
品
質
の

産
地
と
し
て
定
着
し
て
い

る
。
高
齢
化
、後
継
者
不
足
、

耕
作
放
棄
地
問
題
が
深
刻

化
し
て
い
る
こ
と
に
、
農
業

経
営
安
定
、
生
産
性
向
上

の
た
め
積
極
的
に
農
地
流

動
化
、
農
作
業
受
委
託
に

よ
る
規
模
拡
大
を
推
進
し

て
い
く
と
説
明
が
あ
っ
た
。

山
形
県
米
沢
市

★ 

畜
産
振
興
の
取
り
組
み

　

米
沢
市
の
特
産
品
は

「
米
沢
の
味
Ａ
Ｂ
Ｃ
」
と

銘
打
ち
、
中
で
も
豊
か
な

自
然
と
優
秀
な
飼
育
技
術

に
よ
っ
て
育
ま
れ
た
米
沢

牛
は
、
市
を
代
表
す
る
特

産
品
と
な
っ
て
い
る
。

　

米
沢
牛
は
、
米
沢
市
及

び
そ
の
周
辺
の
置お

き

賜た
ま

地
方

で
飼
育
さ
れ
て
い
る
黒
毛
和

種
の
和
牛
で
、
地
域
ブ
ラ
ン

ド
（
地
域
団
体
商
標
）
と

し
て
登
録
さ
れ
て
い
る
。
米

沢
市
の
定
義
は
、
飼
育
者

は
置
賜
三
市
五
町
に
居
住

し
、
米
沢
牛
銘
柄
推
進
協

議
会
が
認
定
し
た
者
で
あ

る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、

毎
年
８
月
に
１
２
０
０
人

規
模
で
「
米
沢
牛
肉
ま
つ

り
」
を
消
費
流
通
宣
伝
対

策
と
し
て
実
施
し
て
い
る
。

　
　

水
道
料
金
改
定
の
経

緯
は
。

　
　

合
併
協
議
会
の
中
で
、

５
年
を
目
途
に
料
金
を
統

一
す
る
と
の
取
り
決
め
が

あ
り
、
19
年
度
に
水
道

運
営
審
議
会
を
立
ち
上
げ
、

２
年
間
審
議
し
て
い
た
だ

き
、
20
年
８
月
に
答
申
を

い
た
だ
い
た
。
コ
ン
サ
ル
等

の
委
託
を
経
て
、
従
量
料

金
に
つ
い
て
は
、
答
申
ど

お
り
で
お
願
い
し
て
あ
る
。

　
　

花
房
峡
い
こ
い
の
森

の
利
用
状
況
と
管
理
の
人

員
体
制
は
。

福
島
県
い
わ
き
市

★ 

農
産
物
振
興
と
地
域
ブ

ラ
ン
ド
の
取
り
組
み

　

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
取
り

組
み
は
、
昭
和
58
年
か
ら

63
年
の
第
２
次
い
わ
き
市

農
業
振
興
基
本
方
針
に

基
づ
き
、
１
作
物
10�

ha
を

栽
培
し
、
１
億
円
の
収
入

を
上
げ
、
農
業
所
得
の
向

上
を
目
指
す
、
い
わ
ゆ
る

「
い
わ
き
市
１
・
１
・
10
運

動
」
を
提
唱
し
、き
ゅ
う
り
、

ね
ぎ
、
い
ち
ご
、
梨
等
の

主
要
農
産
物
の
適
地
適
作

と
主
産
地
育
成
対
策
を
進

め
、
農
業
収
益
の
向
上
を

図
っ
て
き
た
こ
と
が
、
取
り

組
み
の
契
機
と
な
っ
て
い

る
。
生
産
か
ら
流
通
対
策

ま
で
、
一
連
の
生
産
振
興
体

制
を
推
進
さ
れ
、
加
工
品

の
開
発
支
援
、
販
路
拡
大

の
た
め
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
、

国
・
県
や
Ｊ
Ａ
等
と
連
携

し
な
が
ら
様
々
な
活
動
が

実
施
さ
れ
て
い
る
。
市
内

に
40
箇
所
の
農
産
物
直
売

所
が
あ
り
、
直
売
所
連
絡

協
議
会
の
役
員
の
方
々
が

就
任
さ
れ
て
い
る
。
現
地

調
査
で
１
万
㎡
を
超
す
ト

マ
ト
の
養
液
栽
培
は
圧
倒

さ
れ
る
規
模
で
あ
っ
た
。

福
島
県
二
本
松
市

★�

地
域
の
特
色
を
活
か
し

た
産
業
の
振
興　

　

水
稲
を
中
心
に
、
野
菜
、

果
樹
、
畜
産
、
花
き
類
等

を
組
み
合
わ
せ
た
適
地
適

作
の
複
合
経
営
が
な
さ
れ

問答

建
設
経
済
常
任
委
員
会

（
大
川
原
主
税
委
員
長
）

　
　

平
成
６
年
の
約
８
万

人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
し
て

い
る
。

　

管
理
に
つ
い
て
は
、
森

林
組
合
の
方
で
常
時
３
名
、

夏
休
み
期
間
中
は
ア
ル
バ

イ
ト
で
対
応
し
て
い
る
。

　
　

林
業
施
設
災
害
復
旧

の
場
所
と
内
容
は
。

　
　

悠
久
の
森
、（
立
木

除
去
業
務
、
排
水
路
整
備

工
事
）、
大
川
原
峡
周
辺
公

園
（
滝
下
整
備
工
事
、
三

連
轟
整
備
工
事
）
で
あ
る
。

　
　

大
鳥
峡
の
施
設
は
今

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

現
在
も
、
バ
ン
ガ
ロ

ー
も
つ
り
橋
も
あ
る
が
、

今
後
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
て
、
進
め
て
い
く
。

☆
所
管
事
務
調
査

☆	

曽
於
市
水
道
事
業
給
水

条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定

☆	

平
成
22
年
度
曽
於
市

一
般
会
計
予
算
の
補
正

（
所
管
分
）

問

答問

問答

養液栽培のトマトハウスを視察（いわき市）

☆
指
定
管
理
者
の
指
定

答

災害復旧が待たれる悠久の森


